
◎複数の災害業務に対応

短期間に複数の災害が起こった場合、それぞれに被害状況、証明書、義援金等の管理を
行う必要がある。
1台のサーバで災害基準日毎に複数の住民情報を取り込む事が出来る環境を作成できるように対応する。
最初のメニュー画面にて、該当の災害を選択して使用する。

画面上部に災害名称を表示



◎他市区町村からの避難者の受入に対応

大規模災害、また原発事故等により該当自治体では避難者の受入が困難な場合
周辺自治体や他県の自治体にて避難者の受入を行う必要がある。

双方の自治体が被災者支援システムを使用している場合、該当自治体から避難対象者のデータを
受け取り、受入自治体側で取込み管理が可能。
避難先の住所・連絡先や、人的被害などの最新情報を該当自治体へ送り返す事で情報の共有が出来る。

避難者受入台帳

世帯情報

被災時の住所

現在の居所（避難先）

電話番号などを管理

個人情報詳細（更新画面）

氏名、生年月日、続柄などの

基本情報や人的被害、福祉情

報、就学情報などを管理する



◎住家被害状況一括登録機能の追加

従来は一件づつ登録が必要だった住家被害状況を町単位で一括登録できる機能を追加しました。
「復旧・復興関連システム（GIS）」がセットアップされている場合は、GIS地図ポリゴンによる範囲選択も可能です。

【町単位で一括登録する場合】

総合メニューより
「住家被害状況一括登録」を選択

登録対象を町（及び番地）、
現在の調査状況により選択

一覧より、更新対象情報を確認後、
判定結果・調査日を指定し更新



【GISで一括登録する場合】　※「復旧・復興関連システム（GIS）」がセットアップさせている場合のみ

総合メニューより
「住家被害状況一括登録（GIS）」を選択

GIS地図画面より、
ポリゴン描画で範囲を選択

現在の調査状況により選択

登録画面へ



◎個人履歴管理機能の追加

被災者の個人履歴管理機能を追加しました。
居所の変更や、怪我・傷病、就業状況などの管理に加え、個人単位で任意のファイルをサーバに保存できます。

被災者台帳個人画面より、
履歴情報をクリック

個人履歴が一覧表示される個人履歴が一覧表示される
履歴は
　・避難所の入退所
　・仮設住宅の入退所
　・世帯の居所変更
のタイミングで自動取得される
ほか、任意に追加登録可能

合わせて、怪我・傷病や
就業状況等の情報が登録可能

登録日のクリックで詳細画面へ

詳細画面では、任意の情報が
登録可能
また、この履歴に紐付く形で
任意のファイルをサーバに
保存できる



個人保存資料として
任意のファイルが保存可能

※その他、詳細な変更点については被災者支援システム全国サポートセンターまでお問い合わせください。


